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子どもの肌は保湿クリームをぬらなくたって 

いつでもプルプル・スベスベお肌と思っていませんか 

☆こどもの冬のスキンケア 

子どもの皮膚は薄く、皮膚のバリア機能が未熟です。外からの刺激に弱く、水

分を保持する機能も未熟な為に、特に冬は乾燥しやすくなります。健やかな皮

膚を保つためのスキンケアはとても大切です。 

 

スキンケアの基本 

・清潔—皮膚を洗いすぎないこと、こすらないで洗うこと 

・保湿—入浴後、５分以内に「できるだけ一刻も早く保湿すること」 

・紫外線防御—ワセリン：皮膚からの水分の蒸発を防ぐ保湿剤で、いわば

皮膚にラップをして水分を逃がさないような作用 

         ヒルドイド軟膏︓皮膚の水分を保つ保湿剤 

冬は夏ほどではありませんが、長い時間戸外に出かけるときは、日焼け止めを

忘れないようにしましょう。 

 

☆皮脂が少なくなると 
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湯船は 38～40 度が目安。長風呂に注意！！ 

熱いお風呂に入ると、肌の保湿成分が流出しやすくなります。また、お湯自体

が肌にとって刺激になってしまうので、ダメージを与えることに。  

できるだけ湯温は 38～40 度を心がけて。また、「湯冷めさせたくないから

…」と長時間お湯につかると、より肌が乾燥しやすくなるので、要注意です。 

それでは…      どうやってあらうのがいいのでしょうか？ 

 

よく泡立てたせっけんでもむように洗いましょう。 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

☆お知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あおぞら生協クリニック TEL 06-6436-1724 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎乳児健診のご案内◎ 

毎週金曜日午後から０歳から２歳児を対象とした健診を行っ

ています。 

予約制となっていますのでご希望の方は受付スタッフにお声

かけください。 

お電話でも予約可能です 


